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ラテン語とフランス語
t;.・ ブルガータ訳聖書「ヨハネ福音書』より一反実仮想の構文一＿
秋山学
古典作品を素材に [3)
：そるゞ
4、5月号ではキケロの文章を取り上げました。最初に申し上げたように、ときおり教
父ヒエロニムス (340-420)によるプルガータ訳ラテン語聖魯 （原文は後期古典ギリ シア
語「コイネー」による）を読んでみたいと思います。今回は「ヨハネ福音啓」から「ラザ
ロの復活」の一節を引いてみましょう （仏訳は「エルサレム聖密」によります）。、Etcumh d. aec 1x1sset (Martha), abiit et vocavit Mariam sororem suam silentio 
d1cens: 〈<Magister adest et vocat te≫. Ila au tern ut audivit, surrexit cito et venit 
ad eum; nondum enim venerat lesus in castellum, sed erat adhuc in ilo loco, ubi 
occurrerat ei Martha. Iudaei igitur, qui erant cum ea in domo et consolabantur earn, 
cum vidissent Mariam quia cito surrexit et exit, secuti sunt earn putantes: ≪Yadit ad 
monumentum, utploret ibi≫. Maria ergo, cum venisset, ubi erat Iesus, videos eum 
cecidit ad pedes eius dicens ei: ≪Domine, sifuisses hie, non esset mortuus frater 
meus! ≫(Io 1,28-32) 
がらこう思った。「墓に行くのだろう 、そこで嘆きの声を上げるためだ」。さてマリアは、
，しもと
イエスのいる場所に洛いてその姿を見ると 、その足許に伏し、イエスにこう言った。「主
よ、もしここにいてくださ ったなら、弟 （ラザロ）は死ななかったでしょうに！」
ID Ayant dit cela, clle [Marthe] s'en alla appeler sa sceur Marie, lui disant ea 
secret : ≪Le Ma1tre est la et i t'appclle. ≫Celle-ci, a cette nouvelle, se leva bien vite 
et alla vers lui. Jesus n'etait pas encore arive au vilage, mais ise trouvait toujours a 
l'endroit ou Marthe etait venue a sarencontre. Quand les Juifs qui etaient avec Marie 
dans la maison et la consolaient la virent se lever bien vite et sortir, ils lasuivirent, 
pensant qu'ele alait au tombeau pour y pleurer. AJTivee la oi:1 etait Jesus, Marie, en le 
voyant, tomba a ses pieds et lui dit : ≪Seigneur, si tu avais etc ici, mon frere ne serait 
pas mort1≫ 
・置lマルタはこう話すとそこを去り 、妹のマリアを呼ぶと声をひそめてこう 言っ
た。「先生がおいでになり、あなたを呼んでおられます」。マ リアはこれを聞くと 、すぐ
もと おもし・
に立ち上がってイエスの許に赴いた。イエスはまだ、館には来ておらず、マルタが彼を
出迎えた場所にいたためである。そこで、マリアと一緒に家にいて彼女を慰めていた
ユダヤ人たちは、マリアがすぐに立ち上がって出て行くのを見て、彼女の後を追いな
ヒエロニムスは、ラテン教父たちの中でも占典期のラテン文法に忠実な著作家です
が、「プルガータ訳聖脊」に関しては、当時すなわち古代末期のラテン語法を顧慮しな
がら文体を選んだと言われています。引用した一節の中でも、 ① 主語を修飾する現在
分詞主格形の頻用 (dicens;putantes; vi dens; dicens)、②理由節を導く用法に限定され
ないquiaの頻用 (quiacito surrcxit et exiit; この場合は関係節に近いと言えます）など
は、さらに時代が下って中世期のラテン語を特徴づけるポイントとなります。
ただ教父たちのラテン語も、キケロに代表される古典期のラテン文法を修得してい
れば無理なく読解できるものです。今回は上の一節の晟後の部分に注目しましょう 。
ここには「非現実の条件文」 （＝反実仮想）と呼ばれる構文が見られます （もちろん福
音害のなかでは、引用箇所の後、イエスにより実際にラザロは復活しますが）。ラテ
ン語文法では、この構文には I)現在の反実仮想、 2)過去の反実仮想の2種類があり、
I)では〈si+接続法未完了過去（条件節）、接続法未完了過去（帰結節）〉 2)では〈si+ 
接続法過去完了（条件節）、接続法過去完了（帰結節）〉という形式が用いられます。今
回の場合はこのうちの2)に該当し、ラテン文では条件節がsifuisses (sumの接続法過
去完了形）・・・、帰結節が (non)esset mortuus (能動相欠如動詞 moriorの接続法過去完
了形）•••となっていて、ヒエロニムスの構文は正則文法に基づいています。
フランス語では、同じ反実仮想の構文に関して、 I)〈si+直説法半過去 （条件節）、条
件法現在 （帰結節）〉、2)〈si+直説法大過去 （条件節）、条件法過去 （焼結節）〉 という形
式が用いられますね。上掲の仏訳でも avaiseteはetreの直説法大過去形、 seraitmort 
はmourirの条件法過去形で、2)の構文に対応しています。
ちなみにイタリア語では、同じ反実仮想の構文に関して I)〈SC+接統法半過去（条
件節）、条件法現在（婦結節）〉、2)〈se+接続法大過去（条件節）、条件法過去 （帰結節）〉
てしと
という形式を用います。実際、わたくしの手許のイタリア語訳聖害では、この部分は
≪Se tu fossi state qui, mio fratello non sarebbe morto≫ となっています。すなわち、イ
タリア語とフランス語には、ラテン語ではまだ存在していなかった条件法が登場 し、
伊•仏両語とも、まず帰結節の接続法が条件法に代わっています。 さらに、ラテン語と
イタリア語では条件節が接続法であるのに対して、フランス語ではこれが直説法に代
わっています。つまり古めかしい方から順に、ラテン語→イタリア語→フランス語と
いう段階を、ここに認めることができそうですね。
（あきやま • まなぷ）
